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 川越地区人口 

(R1.12 現在） 

男性 247 人(-2) 

女性 283 人(-2) 

 計 530 人(-4) 

世帯数 280(-3) 

高齢化率 

  52.26％ 

令和 2 年 1 月 2 日、江津市総市民センターに於いて

成人式が行われました。令和最初となる成人式には１

６８名が出席。新成人の皆さんは、大人としての自覚

を持ち、新たな第一歩を踏みだしました。川越地区で

の該当は１名でした。 

 

桜
江
町
の
新
成
人
の
皆
さ
ん 

令和 2 年の江津市消防出初式が１月 5 日（日）に行われ、

川越分団からも全分団最多の 24 名が参加しました。 

式は市民センターでの式典で始まり、駐車場での通常点

検、駅前通りでの市中行進、江の川左岸堤防での一斉放水

と進んで終わりました。一斉放水は今年は好天の下で行わ

れましたが、東風のために参加者は放水の「しぶき」を浴

びました。 

なお、消防団長表彰での勤続表彰と新入団員とは川越分

団分は下記のとおりです。 

 

◎ 10 年勤続表彰……原田亮二さん 

◎ 令和元年新入団……矢萩啓二さん 

 

令和元年度 川越地区とんど祭り 1 月 4（土）10 時より桜江町 B＆G 海洋セン

ターをスタートとゴールで開催されました。 

参加者は 120 名（年齢層は 1歳～78 歳まで） 

で、ゴール後には美味しい豚汁が皆さんに振舞

われました。 

  令和になって最初のそして年明け最初の行事「とんど祭り」が 

今年は川越交流センターグラウンド及び体育館で開催され、地域の

方約８０名が参加されました。 

例年通り体育館で神事を行い、地域の安全と健康を祈願し、続い

てグラウンドに設置されたやぐらに子供達が火を入れしました。 

昨年末の竹取から前日、当日にお手伝い頂いた地域の皆様、食改、

婦人会、民生委員の皆様、大変お世話になりました。 

 

甘南備寺の寺宝の中には歴史的に非常に貴重な中世資料が知られていますが、これらの中に「小笠原」
という名を目にします。具体的には、江津市指定文化財である古文書 2 通（応永 16 年（1409）「源（小笠
原）長宣寄進免状案」ほか）と永禄 6 年（1563）の棟札です。棟札は、小笠原長雄が甘南備寺「御宝殿」
葺替え事業を実施したことを記しています。 
 小笠原氏とは、よく知られているように、中世河本郷を本拠にした石央地域屈指の有力豪族ですが、な
ぜ甘南備寺の資料に、この小笠原氏が度々登場するのでしょうか。実は、甘南備寺は小笠原氏の祈願寺だ
ったのです。おそらく、寺は小笠原氏の精神的な主柱であり、重要な宗教行事の中心であったと思われま
す。実際、永禄 2 年（1559）に戦国大名毛利氏との戦いに敗れた小笠原長雄は、居城の温湯城（川本町）
を退去、甘南備寺に蟄居させられ、10 年後にはこの地で没します。このことは、甘南備寺が小笠原氏ゆか
りの寺であったことを物語っています。先に見た永禄 6 年の棟札は、蟄居中の長雄の数少ない活動履歴で
もあります。 
 現在、甘南備寺山の墓地を訪ねると、戦国時代の墓跡が森林の中にひっそりとたたずんでいます。この
墓地では 16 世紀の墓が大半を占めており、江戸時代の墓は歴代住職のお墓以外にはほとんど確認できませ
ん。小笠原氏は文禄元年（1592）に所領移封となり、石見を去りますが、この墓地の様相は小笠原氏の動
向と連動しているようにも思えます。墓地も、甘南備寺と小笠原氏の結びつきも示す貴重な史跡であるの
かもしれません。 

永禄 6年 

（1563）棟札 

甘南備寺山の墓地 

寄稿：江津市教育委員会 

伊藤 創総括主任 No.6 

 この度桜江町は、県の補助事業を受けることとなり、その事業説明
会が市政策企画課より行われ、多数の住民の方が出席されまし
た。【目的】複数の公民館エリアの協働によって生活機能が維持・
確保される仕組みをつくることで、住み続けられる地域を実現する。  

１、自主防災力の構築 
２、若年世代の定住促進 

～地域ぐるみの教育支援環境づくり～ 
３、高齢者の生活利便性を高める仕組みづくり 

以上、３つのテーマのもと市と５地区連携で事業を進めていきます。 
事業期間：令和 2年度～令和 6年度 

（5年間） 
※説明会の資料がセンターあります 

R2.1.11 

R2.1.19 
 12 月 1 日（日）に開催しました福祉ふれあいチャリティバザーは、市

内全域の皆様方の絶大なご協力をいただき、政界のうちに 

終了することができました。 

 拠出点数 6,378 点、収益金 659295 円となり、市民の皆様の地域福祉の

向上への一方ならぬ思いと懸命なご努力が大きな成果につながったもの

と心からお礼申し上げます。 

 この収益金は、いったん県共同募金会に送金しますが、来年度 

当市の社会福祉事業推進のために助成され、殆どの額が地域の身近な福

祉や地域内の福祉施設のために戻って参ります。こうした資金が一層地

域の皆様の「福祉のまちづくり」に向けて役立つよう、有効適切な活用

をさせていただきたいと思います。 

ありがとうございました。 

社会福祉法人江津市社会福祉協議会 

会長 黒 川  聰 

江津市共同募金委員会 会長 小林 克乃 
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開催日：１月２１日（火） 

場 所：川越交流センターグラウンド 

参加者数 20 人 

成績（3 ラウンド 24 ホール） （敬称略） 

  優 勝 反田 忠士 49 打（HO4） 

  準優勝 中曽 和雄 50 打（HO4） 

  第 3 位 山藤 照恵 60 打（HO1） 

  第 4 位 小笠原 弘 61 打（HO0） 

  第 5 位 加藤  哲 61 打（HO0） 

少々軟弱なところもあるグラウンドでしたが、 

それが幸いしたのか優勝、準優勝ともホールインワン

をそれぞれ 4 個も出しました。両社とも 1 ラウンド 

平均が 16 打余という稀にみるハイスコアの結果 

  となりました。情報提供：加藤 哲さん 

開催日時：2 月 2 日（日） 
     8 時半～（開会式） 
     9 時～（競技開始） 
開催場所：桜江小体育館 
     （卓球） 

桜江 B＆G 海洋センター
体育館（バドミントン） 

 
 
 
 
主催：江津市桜江体育協会 

開催日時：2 月 11 日（火・祝日） 

     午前 9 時半～ 

開催場所：川越交流センター 

（水の国） 
【内容】 
① 小松伸子さんに EM 液の効能及

びエンバランスについての紹介 
② 食改さん指導のもと、研修及び 

実習 → 昼食 
 
 
主催：川越婦人会 

活動報告会への参加を希望される方は、申し込みが必要で

すので、2/3（月）までに交流センターへご連絡ください。 

期日：2 月 19 日（水） 

     午前 9：30～午前 11：20 

会場：江津市民総合市民 

センター2 階 会議室 

参加者：老人クラブ会員並びに福祉関係

者等。一般市民で和光園大学「ふ

れあい教室」に関心のある方。 

講座：「成年後見制度について 

       ～やさしい後見講座～」 

   講師 司法書士 江津和光園大学 

      学長 本藤 繁夫氏 

問い合わせ先：江津市社会福祉協議会 

          ℡：（0855）52-2474 

開催日：2 月 18 日（火） 

受付時間：9：30～15：00 

開催場所：川越交流センター 

（水の国） 

※時間に余裕を持ってお越しください。 

申告書が記入済みで相談の必要のない方は、申告

を受付にお渡しいただくか郵送でご提出ください 

回収 BOX 

交流センターに回収 BOX を設置して 

あります。ご家庭に花の種がありまし

たらご協力をお願いします。 


